
第５学年社会科指導略案
日 時：平成３１年２月８日（金）
児 童：５年１組 男１２名 女９名 計２１名
指導者：住田町立世田米小学校 千 葉 泰

１ 単元名 森林と生きる

２ 本時の目標
・日本の林業や自然環境の保護と身近な消費活動との関連を理解することができる。
・日本の林業や自然環境の保護のために、自らできる消費活動について考えることができる。

３ 展開
段階 主な学習活動・学習内容 指導上の留意点（評価◎） 資料等
導 １ 既習事項の確認
入 ・林業が衰退した理由は、安い輸入材を大 ・「安い」「輸入」という言葉から消費 画像資料
10 量に輸入したからであることを確認する。 を意識付ける。
分 ２ 学習課題の把握 ワークシート

展 ３ 日本の取り組みを知る。（消費活動） ・消費活動によって課題を改善できる
開 （１）木づかい運動 ことを意識付ける。
25 ①炭素の貯蔵庫 ・身近にある事例を紹介し、それぞれ 木づかい運動
分 ②日本の森林を守る の取り組みが実際に行われているこ ①②③

③海外の森林を守る とを実感させる。
（２）間伐材マーク ◎日本の林業や自然環境の保護と身近 間伐材マーク
（３）環境ラベル な消費活動との関連を理解すること 環境ラベル

・エコマーク、グリーンマークなど ができる。（理発言）
・指導内容
①地球温暖化対策 実物
②日本の林業の保護
③自然環境の保護
④環境教育の啓発

４ 話し合い
・これからどのような消費活動をすれば良 ◎日本の林業や自然環境を守るための
いか考える。（エシカル消費の視点） 消費活動について考えている。

（思ワークシート、発言）
・自らの消費活動が、社会に影響を与
えることを捉えさせる。

終 ５ 学習のまとめ
末 （１）学習課題のまとめを行う
10
分

（２）本時の学習を振り返る ・日本の林業や自然環境を守るために、
どのような消費活動をするか考えさ
せる。

消費者教育の視点：消費者市民社会（エシカル消費活動）の構築

・身近な消費活動が、社会や環境に与える影響について理解する。

・国内の林業や自然環境を守るという視点から、消費活動を考える。

日本の林業や自然環境を守るために、自分たちにできることを考えよう。

日本の林業や自然環境を守るために、国産材を積極的に利用
することも考えて買い物をする。
自然環境を守るために、買う前に環境ラベルなどを確認し、

よく考えて買い物をする。
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【児童の感想】
・間伐材マークやグリーンマーク、エコマークなど「世界にやさしい、地球にやさしい」製品をなる
べく買い、何かの役に立つようにしていきたいです。

・輸入している木材に違法性があることや、環境ラベルのことなどを勉強したので、違法性のない FSC
マークなどの環境ラベルが付いているような安全で安心して使えるような商品を買いたいです。

・環境ラベルのグリーンマークなどがあるか調べる。その木材は場所や伐採をした所が分かっている
か調べる。新しい物を買う時は、できるだけ木材を使用した物を買う。

・木を材料とする製品をできるだけ買って、日本の林業を盛んにして、地球温暖化を防ぎたいです。
・WWF マーク、FSC マークなど、大切な自然を守るために森林や木材が適切に管理されていること
が分かるものを買う。

・木の物を買う時は、リサイクルマークのついている物を買いたいです。そして、リサイクルを出来
るように、物を大切に使っていきたいです。自分で、いろいろ工夫をして，木の物を長く使ってい
きたいです。

【考察】
この授業の実践を通して、エシカル消費（買い物をする時、価格や品質だけでなく、環境への負担

や人権、労働条件など社会的な背景まで考慮する商品や企業を選ぶここと）について児童に考えさせ
ることができたと思う。木材の消費活動が、林業や自然環境の保護、環境問題の解決、公正な消費、
企業への働きかけなど多面的に考えることができる教材だからである。児童は、住田町が「森林・林
業日本一のまちづくり」を掲げていることから、普段から林業には関心が高く、誇りに感じている。
自らの消費がその林業を支え、さらには、自然環境を守ることや地球温暖化を防ぐことにもなるとい
うことが、児童の消費者教育に対する関心を高め、理解を深めることにつながっていった。
反省点としては、資料の文量が多く、消費活動がどのような影響を与えることにつながるかを理解

するまで時間がかかったことであった。精選しておけば、話し合いの時間を確保することができ、エ
シカル消費の理解がさらに深まったと思う。
今回の授業は教科書にあった「安い輸入木材にたよっています。」のたった一文を取り上げたもの

である。木材の消費（林業の活性化）に関わる運動や企業の取り組みが、予想以上に行われていてい
ることは驚きであった。実際、自分の身近にあり、普段から目にはしていたが気付いていない物ばか
りだった。消費者教育は、児童に深い学びを行わせることができる有効な学習活動であるが、教科書
の中にひっそりと隠れている。持続可能な消費活動を学ばせることは今日的な課題の解決につながる
ことから、常に関心を持ち、研究・実践を行っていく必要があると感じた。


